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	プラスチック開発の最重要特性 「粘弾性」マスター講義
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	プラスチック材料の開発・設計・成形では、「試作では問題ないのに量産で反りや変形が出る」「経時変化で寸法が狂う」「割れ・クラックが発生する」「条件調整しても原因が特定できない」など、現場で解決しにくいトラブルが多く発生します。これらの背景には、材料特性である“粘弾性”が深く関係しています。 本セミナーでは、粘弾性の基礎からクリープ・応力緩和・残留応力の発生メカニズムまでを体系的に学び、成形不良や設計課題の原因分析と対策検討に活かせる知識を習得できます。材料開発、設計、生産技術、品質保証の技術者はもちろん、若手教育にも最適。ライブ配信に加えアーカイブ視聴も可能で、忙しい方でも安心して受講いただけます。
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